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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年11月7日(2019.11.7)

【公表番号】特表2018-535294(P2018-535294A)
【公表日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2018-517156(P2018-517156)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  11/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ   11/28     　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｂ   11/28     　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月26日(2019.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローダミン色素の合成方法であって、
　下記の式（Ｉ）、

（Ｉ）

（式中、
　Ｒ1及びＲ2は、それぞれ独立して、水素、アルキル、又はＲ1a－ＣＯ－であり、Ｒ1aは
、水素、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキル、又はＣ1－Ｃ4アルコキシであるか、
又はＲ1及びＲ2は、それらと結合している原子と一体となって、３～８員環を形成し、
　Ｒcは、水素、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル及びハロゲンからなる群から選択
され、
　Ｒa及びＲbは、それぞれ独立して、水素、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル及びハ
ロゲンからなる群から選択されているか、あるいは
　Ｒ1及びＲaは、それらと結合している原子と一体となって、５～８員環を形成しており
、
　Ｒ2及びＲbは、それらと結合している原子と一体となって、５～８員環を形成している
。）
の化合物を、
　下記の式（ＩＩ）、
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（ＩＩ）
（式中、
　Ｒは、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、シアノ、カルボキシ、アルコキシ、ハロア
ルコキシ、アルコキシカルボニル、（カルボキシル）ヘテロアルキル、アルキルカルボニ
ル、アルコキシアルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロアリー
ル、ヘテロアリールアルキル、スルホネート、スルホンアミド及びアミドからなる群から
選択され、
　ｎは、０、１、２、３又は４であり、
　Ｘは、ＯＲ3であり、Ｒ3は、水素である。）
の化合物と反応させて、前記ローダミン色素を形成させることを含み、前記式（Ｉ）の化
合物と、前記式（ＩＩ）の化合物とを酸化剤の存在下で反応させ、
　前記ローダミン色素が、下記の式（ＩＩＩ）、

　　　（ＩＩＩ）

（式中、
　Ｒは、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、シアノ、カルボキシ、アルコキシ、ハロア
ルコキシ、アルコキシカルボニル、（カルボキシ）ヘテロアルキル、アルキルカルボニル
、アルコキシアルキル、シクロアルキル、アリール、アリールアルキル、ヘテロアリール
、ヘテロアリールアルキル、スルホネート、スルホンアミド及びアミドからなる群から選
択されており、
　ｎは、０、１、２、３又は４であり、
　Ｒ1及びＲ2は、それぞれ独立して、水素、又はアルキル、もしくはＲ1a－ＣＯ－であり
、Ｒ1aは、水素、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキル、もしくはＣ1－Ｃ4アルコキ
シであるか、又はＲ1とＲ2は、それらと結合している原子と一体となって、３～８員環を
形成しており、
　Ｒcは、水素、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル及びハロゲンからなる群から選択
され、
　Ｒa及びＲbは、それぞれ独立して、水素、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル及びハ
ロゲンからなる群から選択されているか、あるいは
　Ｒ1及びＲaは、それらと結合している原子と一体となって、５～８員環を形成しており
、
　Ｒ2及びＲbは、それらと結合している原子と一体となって、５～８員環を形成している
。）
の化合物であることを特徴とする方法。
【請求項２】
　Ｒが、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、シアノ、カルボキシ、アルコキシカ
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ルボニル及びアルキルカルボニルからなる群から選択され、任意に、Ｒが、水素又はカル
ボキシである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｒが、前記式（ＩＩ）の化合物の４又は５位に結合している、請求項１又は２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記式（ＩＩ）の化合物が、

からなる群から選択されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　Ｒ1及びＲ2が、それぞれ独立して、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり、及び／又は、任意に、Ｒ
cが、水素である、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　Ｒ1及びＲaが、それらと結合している原子と一体となって、６又は７員環を形成してお
り、Ｒ2及びＲbが、それらと結合している原子と一体となって、６又は７員環を形成して
いる、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記式（Ｉ）の化合物が、

いるとおりである、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも１つの溶媒中で、前記式（Ｉ）の化合物及び前記式（ＩＩ）の化合物を反応
させ、任意に、前記溶媒が、ハロゲン化溶媒、水又はこれらを組み合わせたものである、
請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記溶媒が、フッ素化溶媒であり、及び／又は、任意に、前記溶媒が、ヘキサフルオロ
イソプロパノール又は２，２，２－トリフルオロエタノールである、請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記酸化剤が、酸素ガスであり、任意に、前記式（Ｉ）の化合物と、前記式（ＩＩ）の
化合物との反応を通して、酸素を通じる、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
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　周囲温度を上回る温度で、前記式（Ｉ）の化合物と、前記式（ＩＩ）の化合物とを反応
させる、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記式（Ｉ）の化合物及び前記式（ＩＩ）の化合物を約３０℃～約１００℃の温度に加
熱し、任意に、前記式（Ｉ）の化合物及び前記式（ＩＩ）の化合物を約７０℃～約８０℃
の温度まで加熱する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ローダミン色素を精製することを更に含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１４】
　実質的に５－置換ローダミン副生成物のない６－置換ローダミン色素を生成させるか、
又は、実質的に６－置換ローダミン副生成物のない、５－置換ローダミン色素を生成させ
る、請求項１～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ローダミン色素が、
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　からなる群から選択されている、請求項１～１４のいずれか１項に記載の方法。
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